
 

 

管路規格の遍遷と水道事業関連 （抜粋） 

昭和３０年（１９５５年） 

ビニル管の採用（口径φ５０㎜以下、熱間工法）。 

昭和３２年（１９５７年） 

石綿セメント管の採用。 

昭和３３年（１９５８年） 

口径φ２００㎜以上の幹線管路にダクタイル鋳鉄管を採用。 

昭和３５年（１９６０年） 

口径φ７５㎜～φ１００㎜にメカニカルジョイント形直管（Ａ形）を採用。 

メカニカルジョイント形異形管を一部採用 

昭和３９年（１９６４年） 

口径φ１５０㎜以上でダクタイル鋳鉄管を採用（Ａ形）。 

ビニル管口径φ１００㎜を採用（ＴＳ継手工法）。 

昭和４０年（１９６５年） 

旧上水道区域で石綿セメント管の採用中止。 

昭和４１年（１９６６年） 

口径φ１００㎜以上でダクタイル鋳鉄管を採用（Ａ形）。 

昭和４４年（１９６９年） 

ダクタイル鋳鉄管（モルタルライニング）ＣＬ管の採用。 

メカニカルジョイント形異形管の採用。 

昭和４６年（１９７１年） 

管種使用基準 口径φ１００㎜～φ３５０㎜ Ａ形－３種 モルタルライニング（ＣＬ） 

口径φ４００㎜～φ９００㎜ Ｋ形－２種 モルタルライニングなし 

口径φ１０００㎜以上 Ｋ形－１種 モルタルライニングなし 

昭和５０年（１９７５年） 

１月からポリエチレン管を給水管に採用（給水装置工事施行基準の改訂）。 

ビニル管の継手をＴＳ形からＲＲ形に変更（旧簡易水道区域）。 

補助管ＶＰφ４０㎜、５０㎜からの給水管の分岐をサドル分水栓の使用に変更。 

昭和５２年（１９７７年） 

旧簡易水道区域で石綿セメント管の採用中止。 

昭和５３年（１９７８年） 

ハンドル付伸縮止水栓の採用。 

昭和５５年（１９８０年） 

ダクタイル鋳鉄管耐震継手Ｓ形の採用。（本荘水源地φ５００㎜を採用） 

異形管に内面エポキシ樹脂紛体塗装を採用。 

口径φ４００㎜以上の直管にモルタルライニング（ＣＬ管）を採用。 



 

 

昭和６１年（１９８６年） 

橋梁添架鋼管にステンレス鋼管を採用。 

昭和６２年（１９８７年） 

仕切弁に内面エポキシ樹脂紛体塗装を採用。 

３２簡易水道区域のうち２４簡易水道区域を上水道区域に統合。 

昭和６３年（１９８８年） 

ビニル管の継手をＴＳ形からＲＲ形に変更（上水道区域：旧第１給水区域）。 

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）の採用。 

口径φ１００㎜～φ３５０㎜にダクタイル鋳鉄管（Ｋ形）を採用。 

口径φ５０㎜の仕切弁を従来のスルース弁からＪＩＳ－Ｂ－２０６２に変更。 

平成 ４年（１９９２年） 

フランジのＶ溝を７月から廃止。 

口径φ１００㎜のビニル管を使用（採用）中止。 

平成 ５年（１９９３年） 

ダクタイル鋳鉄直管に内面エポキシ樹脂紛体塗装を採用。 

平成 ６年（１９９４年） 

ポリエチレン管を二層管に変更。 

平成 ７年（１９９５年） 

重要配水幹線管路（主に口径φ３００㎜以上）および軟弱地盤等に耐震管を使用（Ｓ形、ＳⅡ形等）。 

平成 ８年（１９９６年） 

口径φ３００㎜以下の仕切弁にソフトシール形を採用。 

４月１日からハンドル付伸縮止水栓をボール式に変更。 

７月１日からビニル管接続部にスリース弁の使用中止。ＣＶ片落管、ＶＰ用継手を採用。 

ＤＩＰ（紛体塗装）の分水に密着銅コアを採用。酸化被膜ボルト・ナットを合金ボルト・ナットに変更。 

平成１０年（１９９８年） 

４月１日から配水管布設部の管頂から０．５０ｍに埋設標識シート（幅１５０㎜）を設置。 

平成１１年（１９９９年） 

４月１日から給水管埋設部の管頂から０．５０ｍに埋設標識シート（幅７５㎜）を設置。 

９月１日から配水管埋設深度を変更（浅層埋設）。 

口径φ５０㎜はＨ＝１．２ｍからＨ＝０．７ｍに変更。 

口径φ１００㎜～φ２５０㎜はＨ＝１．２ｍからＨ＝１．０ｍに変更。 

口径φ３００㎜以上は従来どおりＨ＝１．３ｍ。 

埋設標識シートの設置位置を配水管は管頂から０．３０ｍ、給水管は管頂から０．２０ｍに変更。 

  



 

 

平成１２年（２０００年） 

日置江地区の口径φ２５０㎜と長良古津の大蔵山トンネル内の口径φ１５０㎜にＮＳ形ダクタイル鋳鉄管を採用。 

（送水管として布設、給水不可。） 

６月１日から給水管の最小口径をφ２０㎜に、同時にハンドル付伸縮止水栓（ボール式）を採用。 

平成１４年（２００２年） 

４月１日からＫ形ダクタイル鋳鉄管φ７５㎜を採用、埋設深度Ｈ＝１．０ｍ。 

６月１日から硬質塩化ビニル管（ＲＲ）φ７５㎜を採用、埋設深度Ｈ＝０．７ｍ。 

浅層埋設対応型ソフトシール仕切弁および消火栓の採用。 

平成１５年（２００３年） 

４月１日からＮＳ形ダクタイル鋳鉄管φ７５㎜～φ２５０㎜を配水管に採用。 

厚生労働省が定める水道水中の鉛の水質基準が０．０５㎎／Lから０．０１㎎／Lに強化。 

鉛製給水管布設替工事の実施。 

平成１６年（２００４年） 

７月１日からＮＳ形ダクタイル鋳鉄管φ３００㎜～φ４５０㎜を採用。 

平成１７年（２００５年） 

６月１日からＮＳ形ダクタイル鋳鉄管φ５００㎜～φ１０００㎜を採用。 

ＮＳ形ソフトシール仕切弁（一体型）の採用。 

ＮＳ形管路（Ｋ形部分を含む）全線にポリエチレンスリーブの施工を採用。 

平成１８年（２００６年） 

１月１日に旧柳津町と合併。 

旧柳津町において、平成９年から合併まで水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ：ＪＩＳおよびＩＳＯ規格）を使用。 

給水切替施工箇所において水圧テストを義務化。 

平成２１年（２００９年） 

伏せ越し施工における鳥居基礎工を廃止。 

平成２５年（２０１３年） 

４月１日からＨＩＶＰのＲＲ形ロングを採用。 

新しい耐震管であるＧＸ形ダクタイル鋳鉄管及び水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）の採用に向けた試験施工を

実施。 

平成２６年（２０１４年） 

４月１日（一部早期発注を除く）からＧＸ形ダクタイル鋳鉄管φ７５㎜～φ２５０㎜を採用。 

同じく水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）φ５０㎜～φ７５㎜を採用。 

 

 

 

 

 



 

 

【参考】 

■管種呼称 

ＤＩＰ ：ダクタイル鋳鉄管 

※ＤＩＰ接合形式による呼称 

・Ｋ    ：ｋａｉｒｙｏｕ      改良 

・Ｓ    ：Ｓｅｉｓｍｉｃ      地震の 

・ＮＳ   ：ＮｅｗＳ     新しいＳ 

・ＫＦ   ：Ｋ＋Ｆｉｘ     Ｋ形＋固定 

・Ｔ    ：Ｔｙｔｏｎ     アメリカＵＳ ＰＩＰＥ商品名 

・ＧＸ   ：ＮｅｘｔＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ     （次世代）からの造語 

ＣＩＰ    ：鋳鉄管 

ＳＰ     ：鋼管 

ＶＰ     ：硬質塩化ビニル管 

ＨＩＶＰ   ：耐衝撃性硬質塩化ビニル管 

ＡＣＰ    ：石綿セメント管 

ＰＥＰ    ：ポリエチレン管 

ＨＰＰＥ   ：水道配水用ポリエチレン管 

ＳＵＳ    ：ステンレス鋼管 


